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研究成果の概要（和文）： 
高齢有歯顎者は，高い咀嚼機能を保っていると考えられるが，インプラントオーバーデンチ

ャー，全部床義歯装着，インプラントブリッジ装着者の咀嚼機能がどの程度まで回復している

かについては，明らかでない．そこで，マッチングを利用した前向き研究によって，他の治療

法と比較検討することで，即時荷重インプラントの治療効果を明らかにすることを目的とした．

結果より，無歯顎高齢患者では，補綴治療による咬合力の回復は小さいものの，摂食可能食品

は大幅に回復し，食物粉砕能力は即時荷重インプラントでは，有歯顎者を上回ることが判明し

た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Because of promotion of the 8020 campaign and public interest in oral health, the number 

of existing teeth is presenting an increasing tendency. On the other hand，recently implant 

overdentures and Immediate Loading Implant Therapy are gain the popularity as one of the 

treatment options for edentulous patients. The purpose of this study is to reveal the 

mastication level of Immediate Loading Implant in edentulous patients relative to 

dentulous patients and to extract their problems. This result suggested that masticatory 

function of Immediate Loading Implant and dentulous patients were higher than implant 

overdentures or conventional denture patients.  Mastication may occur smoothly in the 

Immediate Loading Implant group.   
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１．研究開始当初の背景 

8020 運動の推進や国民の口腔健康への関

心の高まりにより，いずれの年代層において

も現存歯数が増加傾向にある．平成 17 年歯

科疾患実態調査では，80～84 歳で 20 歯以上

の歯を有する者の割合が 21.1%と初めて 20%

を越える報告がなされた．このような高齢有

歯顎者は無歯顎者と比較して，咀嚼機能が高

いのは明らかである．一方で，近年ではイン

プラントを含め治療内容が多様化してきて

おり，無歯顎患者は全部床義歯だけではなく，

インプラントオーバーデンチャー（IOD），さ

らにはインプラントのブリッジという選択

肢も広がりつつある．  

佐藤らは，8020 達成者と 8000 者（総義歯

患者）を比較した結果，8000 群は咬合力，咀

嚼機能がやや低いものの，従来言われている

ほどの嚥下機能，身体社会的条件の低下や

QOL の低下は認められなかったと報告してい

る．近年，インプラント治療が普及している

が，80 歳以上のインプラント患者は少なく，

この研究ではインプラントオーバーデンチ

ャーとの比較を行っていない． 

また，内田らは全部床義歯装着者をコント

ロールとし，マッチング後の CD 群（全部床

義歯装着者），IOD 群（下顎無歯顎インプラン

トオーバーデンチャー装着者）を比較した結

果，IOD 群は咀嚼機能評価では，多くの食品

を咀嚼可能であることを示した．しかし，満

足度評価では全部床義歯装着者と IOD群で有

意差はなく，その考察として，旧義歯に不満

が比較的少なく，インプラント治療に対して

過度の期待を持っていたことを挙げている．

逆に，義歯に不満のある患者ほど IODの治療

効果が顕著に現れることが示唆された．しか

し，IOD の治療を行う患者は比較的若年者が

多いため、全部床義歯装着者・CD群・IOD群

間の年齢に相異があること，また，8020 達成

者との比較はなかった． 

一方で，インプラント治療においては近年

技術革新が著しい．これまでオッセオインテ

グレーションを獲得するためには，抜歯後 2

～3カ月の骨のリモデリングと，埋入後 3～6

カ月の無負荷期間が必要であったが，これに

より，治療期間が長くなるとともに治癒期間

における義歯の使用が必要になり，患者に不

便さを強いてきた．これを解決する方法とし

て，即時荷重という治療法が導入された．こ

れは多くの利点を持つ半面，いまだ治療や適

応法に関するガイドラインはなく，予後に関

する報告も少ない．もちろんその治療効果の

定量的評価が必要であることは論をまたな

い． 

 
２．研究の目的 

本研究では，マッチング，すなわち年齢と

性別をそろえたうえで，多数歯残存の高齢者

とインプラントオーバーデンチャー装着者，

さらに全部床義歯装着者の 3群間で咀嚼機能

や QOLを検討した．さらに，近年下顎無歯顎

患者に対してさかんに行われている，治療期

間が非常に短い即時荷重インプラント治療

をも含めて，それらの治療効果を比較検討す

ることを目的とした．  

 
３．研究の方法 

1) 被験者について  

被験者は昭和大学歯科病院高齢者歯科に

おいて治療を終了，定期健診を行っている患

者で，将来，8020達成者になると予測される

26 本以上残存の高齢者 14 名を有歯顎群とし

た．つぎに，磁性バーアタッチメントを用い

た下顎無歯顎インプラントオーバーデンチ

ャー装着者 10 名を IOD 群，上下無歯顎に通

法に従い製作した全部床義歯装着者 13 名を

CD 群とし，3 群間で年齢・性別についてマッ

チングを行い，各群で 10名ずつを選択した．



 

 

IOD 群で用いられている磁性バーアタッチメ

ントは，義歯床にチタンのメタルフレームを

組み込んだ構造になっており，アタッチメン

トはミリングバータイプで白金加金を用い，

上面にマグネットのキーパーが埋入されて

いる．IOD 群の対合歯の状態は，マグネット

オーバーデンチャー4 名，全部床義歯装着者

4名，インプラントオーバーデンチャー1名，

補綴治療が終了している天然歯列者 1名であ

った． 

 

2) 調査項目 

一般項目（年齢，性別，身長，体重，BMI，

血圧），反復唾液嚥下テスト（RSST），客観的

咀嚼機能評価，主観的咀嚼機能評価について

は，3 群間で多重比較（Tukey の方法による

多重比較）を行い，危険率が 5%未満を有意と

した．身体社会的条件，口の問題の調査，QOL

評価については，Fisherの正確確立検定を用

い，危険率が 5%未満を有意とした．統計処理

には SPSS（Ver.19）を用いた．倫理面への配

慮として，被験者には研究目的，研究方法，

プライバシーの保護について書面にて説明

し，インフォームドコンセントを得た上で，

同意書に書名をいただいた． 

 

3) インプラント即時荷重 

2007年 6月から 2010年 11月の 3年 5カ月

の期間で，インプラント手術終了後，24時間

以内に暫間補綴物を装着した男性 26名女性

１8名で片顎 1症例と換算した計 54症例を対

象とした． 

 

４．研究成果 

1) マッチングの結果 

マッチング後，各群 10名で男女比は 3：

7，平均年齢は 70歳（有歯顎群），66 歳（IOD

群），69歳（CD群）となった． 

2) 各調査項目の比較結果 

有歯顎群，IOD群，CD群の間で身長，体

重，BMI，血圧に有意差は認められなかった．

反復唾液嚥下テスト（RSST），口腔乾燥臨床

診断基準も 3群間で有意差は認められなか

った．「身体社会的条件」では，高血圧の項

目で CD群が有意に有歯顎群より多かった．

その他の項目について有意差はなかった．

「口の問題」の調査において，有歯顎群で

は，｢口の中で食べ物がはさまる｣｢頬や舌を

咬んだ｣が半数以上であった．IOD 群では，

｢歯や口，入れ歯の見た目が気になった｣｢口

の中で食べ物がはさまる｣｢頬や舌を咬ん

だ｣｢話し方が不明瞭になった｣が半数以上

であった．｢ご自身で口臭を感じた｣と｢歯や

口の問題でみじめな気がした｣では，IOD群

が他群より多く，「ご自身で口臭を感じた」

では有歯顎群，「歯や口の問題でみじめな気

がした」では CD群と有意差を示した．QOL

評価では，全体的に「睡眠」，「運動」に満

足していない人が多く，「通院」も多かった

が，群間での有意差は認められなかった． 

客観的評価の結果では，咬合力（デンタ

ルプレスケール）において，有歯顎群を

100％に換算すると，IOD群では 69%，CD群

では 22%と，有意に低い結果であった（図 1）． 

咀嚼能率は，IOD群が CD群より有意に大

きく，IOD群では有歯顎群と同程度の 104%

を示した．CD群の咀嚼能率は 54％であった

（図 2）．咀嚼スコア（摂食可能食品の割合）

も咬合力と同様に，有歯顎群，IOD 群，CD

群の順に低下した．同様に，有歯顎群を

100％に換算すると，IOD群では 85%，CD群

では有歯顎群より有意に低い結果となった

が，66%であった（図 3）． 
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図 1：咬合力評価 

 

Items Dentulous IOD CD 
    

Occlusal force 

(N) 

694 ± 374 477 ± 155 154 ± 86 

Masticatory 

efficiency  

2.8 ± 1.3 2.9 ± 1.3 1.5 ± 0.7 

Mastication score 86 ± 14 73 ± 17 57 ± 17 

図 2：咬合力，咀嚼能率・咀嚼スコア 
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図 3：摂食可能食品の割合 

 

3) 即時荷重インプラント治療の臨床的検討

○平均受診時年齢は 60.5歳で，インプラン

ト総数は 266本であった．部位別では無歯顎

症例 38症例のうち，上顎 20 症例，下顎 18

症例 であった．部分欠損症例においては，

16 症例のうち，上顎 10症例，下顎 6症例で

あった．1症例あたりの平均欠損歯数は 12.9

本で，平均インプラント埋入本数は 5.9本（上

顎 6本，下顎 5.3本）であった．  

抜歯と同時にインプラント埋入を行った，

抜歯即時埋入即時荷重症例は 19 症例で，抜

歯後治癒を待って埋入を行った待期埋入症

例は 35症例であり，即時埋入症例の術時抜

歯数は 1 症例あたり 4.3 本となった（図 4）． 

aa  

aa  

図 4：抜歯即時埋入即時荷重症例 

 

インプラント体の種類は、ブローネマルク

システム(Brånemark system Standard φ3.75 

mm 10.0 mm, Nobel Biocare, Göteborg, 

Sweden)が 80％と大多数を占め，インプラン

ト体の直径は約 4ミリ前後のタイプが最も多

く使用されていた．インプラント体の長さに

関しては，上下顎とも 13mm のインプラント

の使用が最も多かった（図 5）． 

 

図 5：インプラント体の長さ 

 

インプラント体の脱落は 2症例 6本におい

て認められ，平均観察期間は 25 カ月で，イ

ンプラントの累積残存率は上下顎全体では

97.8％，上顎 96.2％，下顎 100％であった．

咀嚼スコア（摂食可能食品の割合）は，有

歯顎群を 100％に換算すると，96%であった．

このことから，即時荷重インプラント治療で

は，多数歯残存者とインプラントオーバーデ

ンチャー装着者，全部床義歯装着者の 3群と



 

 

比較して治療効果が高い可能性が示唆され

た．  
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